
  

 

  

４月６日（月）に新１年生４５名を迎え入学式

を行い、７日（火）には始業式を行いました。 

新年度は、児童数２８８名、１２学級（各学年２

学級）でのスタートとなりました。 

新学期、校内には元気なあいさつの声が響き、

授業や掃除当番などに一生懸命に取り組む姿がみ

られます。教職員一同、子どもたちとともに、新

しい気持ちで、よりよい学級、学校を創り上げて

いきます。本年度も保護者、地域の皆様のご支援、

ご協力をいただきますようお願いいたしします。 

 

よろしくお願いします 

４名の教職員が本校に赴任しました。どうぞよろしく

お願いします。写真右より 

・前田由紀（今伊勢小学校より） 

・中村賢人（浅井中小学校より） 

・川村靖代（西成小学校より） 

・市川千尋（初任者） 

また、以下の３名の教職員が転出、退任しました。 

  在任中は保護者・地域の皆様にご協力をいただき、た

 いへんお世話になりました。ありがとうございました。 

・転出 教諭 後藤悠太(浅井北小学校へ) 

・退任 音楽専科非常勤講師 野原由美子、再任用教諭 松原由利子 

 

桃花祭 ～ 地域の子として ～ 

４月３日（金）に、子どもたちがみこしを担いで本

町商店街アーケードを練り歩きました。あいにくの雨

で桃花祭の献馬は中心となってしまいましたが、大勢

の方に見守られながら、新中学１年生を含めた大志の

子どもたちが元気よく参加しました。みこしには子ど

もたち一人一人がかいた自分の似顔絵と、夢や目標が

飾られていました。大志の子は地域・保護者の皆さん

から大切にされていると実感できる一こまでした。 
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